
国鉄を始め各大手私鉄を巡る高性能化

の波もようやく一巡し各社ともに新性

能車が第一線の主力として活躍してい

る。

　そんな中、北武急行電鉄（以下「北

武」）では、通勤用には新性能車を

次々に増備してきたが、優等列車とし

ては10年選手の800系が未だに看板を

背負っており、ロマンスカー、パノラ

マカーなどが華々しく登場する中で、

いささか見劣りしてしまうのが正直な

ところであった。

　それが今般、特急専用として新たな

スタイルをまとった新性能車2000

系が登場の運びとなり、他社の新鋭に

も負けない活躍を見せることとなっ

た。

　今般登場した2000系特急車は、従来

の北武のイメージを一新するスタイル

をまとい、走行性能も特急の名に恥じ

ない、まさに北武の新時代を体現する

にふさわしい車輛となっている。

　

　編成は４両固定、２両ユニットの全

電動車である。1500系の機構を基本と

した実績のあるものだが
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機構

湘南型を近代化した一つの解答と言える前面。試験的にスカートが取り付けられている

主電動機を75kwから90kwに強化した

他、弱界磁率の拡大や歯車比の変更な

ど、高速域での加減速性能の向上を

図っている。

　主制御器は電動カム軸式で、超多段

とまでは行かないものの、1500系より

も段数を増やし、滑らかな加速の実現

と共に起動時の衝撃を極力なくし、優

等列車としての優雅な走りを目指して

いる。

　台車は1500系と同様、板ばねにより

軸箱を支持する、いわゆるミンデンド

イツ式、一軸蛇行動を防ぎ高速走行に

適したものである。

　枕ばねには空気バネを採用。1500系

の場合は積空時の車高の変化を抑えら

れるという意味が大きかったが、2000

系では乗り心地の面での利点が重視さ

れた。そのため、形式は同じであるが

1500系とはばねの作動条件を変えてあ

る。

　ただ、単にばねを柔らかくすると乗

客は船酔いのような感覚を覚えること

があり、経験を元に、また試運転を繰

り返しながら最適動作を見いだしてい

くと言う。

　車体は20ｍ級の大型車。近年の標準

たる半張殻構造の軽量車体となってい

る。前面デザインは先代の800系を引

き継いで湘南タイプを基本としたもの

だが、角のＲを小さくして鋭さを出し

た近代感覚　あふれるスマートなも

の。特筆すべきは前面窓の大きさで、

上方をほとんど車体断面いっぱいまで

拡げてあり、軽快感の演出に一役買っ

ている。ガラスメーカーとの共同研究

により実現したものだという。

　前照灯は前作1500系で２灯化されて

いたが、今回は窓下に降り、通過表示

灯共々ステンレス製の飾り板にまとめ

られている。その間に挟まれて、丁度

こだま型と同様に行灯式になった特急

表示板があり、これらの部分品が相

まって独特の表情を作り出している。

外観
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　側面には２つ一組になった窓が６組

並び、その外側に戸袋窓、客扉、窓一

組(先頭車は窓一つと乗務員扉)となっ

ている。

　客室設備は特急専用を意識したもの

で､800系には存在したロングシート部

分が無く、乗客全員進行方向を向くこ

とが可能となった。ただし、デッキは

無く、扉幅も1100mmと広く取られてお

り、将来的には格下げすることも考慮

されているようだ。

　転換式の腰掛けはシートピッチ950

mmとまずまずで、蹴込みに足が入れら

れるためさらに余裕がある。深い緑色

のモケットが張られ、枕部分には白い

カバーも奢られている。有料特急とし

てはやはりこれくらいの雰囲気の演出

があると嬉しい。

  床はロンリウム仕上げで、座席と調

和させ落ち着いた緑色となっている。

全電動車だけに、床面に点検蓋がある

のは仕方のないところだが、枠を床材

と同色にするなど、極力目立たないよ

うにして雰囲気を大事にしている。た

だ、騒音の進入は免れないと思われ、

旧型車に比べれば格段に静かだとは言

え、全電動車であることは優等車輛と

しては不利な部分があるのも否めない

ところである。

　側窓はバランサー付きの一段下降式

で、自由な高さで止めることができ

る。今回は冷房装置の搭載は信頼性と

費用対効果比を見極めてからと言うこ

とで見送られたが大きく開く窓とファ

ンデリヤのおかげで通風は十分であ

り、下降窓なので直接風が当たらない

ように開くこともでき、ヘヤースタイ

ルが気になるご婦人も安心できる。

　なお、後日の冷房装置の搭載も考慮

した設計になっており、諸課題が解決

されたおりには速やかに冷房化がなさ

れる予定である。

　日除けは特急に相応しく横引きの

カーテンとし、上下にレールを設けて

窓を開けたときの風にもはためかない

ようにしている。

　天井には中央にファンデリアが並び

（二重屋根ではない）その外側にグ

ローブに納めた蛍光灯が一直線に２列

並んでいる。パイプ式の荷棚と相まっ

て長手方向が強調される結果となって

いる。さらに吊革や広告など、視線を

遮るものが一切無いので、実にすっき

りしている。先代の800系から一回り

車体が大きくなったわけだが、実際の

拡大以上に「広々感」といったものが

感じられた。

（800系と比べた場合、車体長は2000

mm長くなっており、車体幅も100mm拡

げられ、1000系等と同じ2800mmとなっ

ている。）　
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接客設備

運転台機器

落ち着いた雰囲気の車内

すっきりと機能的にまとめられた運転台

　運転台の機器配置などは基本的に

1000系、1500系と同じ。速度・圧力・

電流の各メーターや表示灯類が計器板

に埋め込まれたすっきりとした見附と

なっている。

　非貫通の全室運転台のため、運転席

はやや中央寄りとなり、機器の配置も

全体にゆとりがある。

　運転士の疲労軽減の見地から、今回

は足元をす整理することとし、従来床

から立ち上がっていたブレーキ配管を

計器板の下に通している。これにより

マスコンと笛弁以外何もない床面が実

現し、運転士はブレーキ弁の下にも足

を置けるようになった。

併せて配管にカバーを付け、見た目の

向上も図られている。


